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副
会
長
就
任
に
当
た
っ
て

古

山

文

夫

こ
の
た
び
、
第
六
十
六
回
の
定
期
総
会

に
お
い
て
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
千
葉
大
学

教
育
学
部
同
窓
会
の
副
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
古
山
文
夫
で
す
。
重
い
責
任
に
不
安

と
心
配
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
が
可
能
な
限

り
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
編
集
委
員
と
し
て
同
窓
会
報
の

発
行
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
同
窓
会
報
は
年
に
二
回
の
発
行
で
す

が
、
編
集
委
員
六
人
、
皆
、
頭
の
回
転
が

速
く
、
ア
イ
デ
ア
マ
ン
の
集
ま
り
で
編
集

委
員
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
会
報
発
行
は
も
と
よ
り
、
千
葉
大
学

教
育
学
部
の
創
立
百
五
十
年
に
向
け
て
記

念
誌
発
刊
に
力
を
注
い
で
い
く
所
存
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
を

同
窓
会
会
長

町

田

義

昭
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特別寄稿 ⚖面

学校現場から ⚒面

学校現場へ ⚓面

会員のいきいきだより

⚔・⚕面

私の学園生活 ⚗面

私の趣味・アラカルト

⚘面

読者の声 ⚘面

戦争を語り継ぐ ⚙面

支部だより ⚙面

定期総会と表彰者の紹介

10面

受賞者からのメッセージ

11面

本年度経常予算と役員一覧

11面

教員養成へのお手伝い

12面

物故会員 12面

本
年
度
の
教
育
学
部
同
窓
会
総
会
で
皆

様
か
ら
ご
推
挙
い
た
だ
き
、
会
長
と
い
う

大
任
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
浅
学
非
才
の
身
で
こ
の
大
役
が
務
ま

る
か
、不
安
の
方
が
先
に
立
つ
毎
日
で
す
。

皆
様
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
力
に
し
て
、
少

し
で
も
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

千
葉
大
学
教
育
学
部
は
一
八
七
二
年

（
明
治
五
年
）、
下
総
国
流
山
村
、
印
旛
官

員
共
立
学
舎
で
の
設
立
を
起
点
と
し
、
二

〇
二
二
年
に
創
立
百
五
十
年
を
迎
え
ま

す
。
千
葉
大
学
の
中
で
創
立
年
が
最
も
早

く
、
創
立
以
降
、
戦
前
の
師
範
学
校
・
戦

後
の
教
育
学
部
時
代
等
々
幾
多
の
変
遷
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
子
供
た
ち
の
教
育

に
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
む
方
々
の
熱
意

と
努
力
の
積
み
重
ね
に
支
え
ら
れ
て
発
展

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
卒
業
生

は
、
お
よ
そ
四
万
三
千
名
に
上
っ
て
お
り

ま
す
。

百
五
十
年
と
一
口
に
言
い
ま
す
が
、
そ

の
歴
史
の
長
さ
と
そ
の
間
に
起
こ
っ
た

様
々
な
世
情
の
変
遷
を
思
う
と
、
そ
の
重

み
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
同
窓
会
は
、
こ
の
大
き
な
節
目
に

臨
ん
で
思
い
を
新
た
に
し
、
様
々
な
世
代

の
方
々
と
来
し
方
を
偲
び
、
こ
れ
か
ら
の

百
五
十
年
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
部
で
も
こ
の
節
目
に
向
け
た
取
り
組

み
を
考
え
て
お
り
、
同
窓
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
学
部
長
を
は
じ
め
学
部
の
皆

様
・
学
生
諸
君
と
手
を
携
え
て
、
節
目
に

ふ
さ
わ
し
い
記
憶
に
残
る
事
業
を
実
施
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
段
階
で
は
、
取
り
組
み
内
容
や
取
り

組
む
た
め
の
組
織
等
々
、
具
体
化
に
向
け

て
学
部
と
積
極
的
に
意
見
交
換
を
し
て
い

る
段
階
で
す
。
今
後
、
会
員
の
皆
様
と
も

協
議
を
重
ね
、
そ
れ
を
基
に
学
部
の
皆
様

方
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
入
学
し
た
時
期
は
、

ち
ょ
う
ど
現
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転

す
る
節
目
で
あ
り
ま
し
た
。
受
験
は
亥

鼻
、
授
業
は
稲
毛
と
西
千
葉
の
両
方
で
実

施
し
て
お
り
、
徒
歩
で
移
動
す
る
毎
日
で

あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
跡
地
で
あ
っ
た

関
係
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
発
祥
地
で
も
あ

り
ま
し
た
。
貫
井
前
会
長
は
そ
れ
を
記
念

し
、
西
千
葉
駅
構
内
に
記
念
碑
を
建
立
す

る
の
に
奔
走
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
、
構
内
を
歩
き
ま
す
と
建
物
も
整
備

さ
れ
木
々
も
驚
く
よ
う
な
太
さ
に
な
り
ま

し
た
。
歴
史
を
重
ね
た
佇
ま
い
に
趣
さ
え

感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
急
激
な
少
子
化
と
そ
れ
に

伴
っ
て
教
員
の
必
要
数
も
激
減
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
教
育
学
部
に
と
っ
て

平
穏
な
未
来
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
同
窓
生
も
学
部
の
将
来
を
見
据
え
て

何
が
出
来
る
か
真
剣
に
考
え
な
が
ら
進
ん

で
参
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一

層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
、
就
任
の

挨
拶
と
致
し
ま

す
。
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画
紙
の
中
央
に
一
本
の
道
が
描
か
れ

た
作
品
が
あ
る
。
画
面
手
前
か
ら
上
に

向
か
っ
て
細
く
な
っ
て
い
く
道
。
最
後

は
右
に
折
れ
、
青
緑
色
の
草
原
へ
と
消

え
て
い
く
。
そ
の
上
に
は
白
藍
の
空
が

僅
か
に
横
に
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
絵
を
「
単
純
な
絵
」
と
見
れ
ば
、

誰
に
で
も
描
け
る
で
あ
ろ
う
。「
無
駄

の
な
い
絵
」
と
見
取
る
と
、
気
軽
に
描

く
こ
と
す
ら
躊
躇
す
る
。
特
に
絵
を
描

く
こ
と
に
繋
げ
な
く
て
よ
い
。
単
純
だ

か
ら
面
白
い
、
単
純
さ
故
に
描
い
た
人

の
世
界
観
を
感
じ
る
と
い
っ
た
心
の
動

き
や
考
え
な
ど
を
大
切
に
し
た
い
。

作
品
を
見
て
感
じ
、
考
え
る
場
を
提

供
す
る
の
が
美
術
館
で
あ
る
。
多
様
な

芸
術
文
化
に
親
し
む
場
と
し
て
美
術
館

に
も
個
性
が
あ
る
。
幸
い
に
も
私
は
、

二
つ
の
特
色
あ
る
美
術
館
の
管
理
・
運

営
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
に
ゆ

か
り
の
あ
る
作
家
の
作
品
を
所
蔵
す
る

美
術
館
と
、
一
人
の
美
術
家
を
顕
彰
す

る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
美
術
館
で
あ
る
。

前
者
は
、
善
光
寺
に
隣
接
す
る
長
野

県
信
濃
美
術
館
で
あ
る
。
収
蔵
庫
に

は
、
油
絵
や
彫
刻
、
工
芸
品
等
が
保
存

さ
れ
て
あ
る
。
後
者
は
、
書
き
出
し
の

『
道
』
を
描
い
た
国
民
的
風
景
画
家
、
東

山
魁
夷
作
品
の
多
く
を
所
蔵
す
る
館
で

あ
る
。

こ
の
夏
の
厳
し
さ
は
、
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
暑
さ
で
あ
っ
た
が
、
作
品
に
も

命
が
あ
る
。
そ
の
た
め
専
用
の
保
存
や

管
理
方
法
に
よ
っ
て
作
品
の
命
を
守
る

場
所
が
、
美
術
館
で
あ
る
。

油
絵
よ
り
も
劣
化
し
や
す
い
日
本
画

を
展
示
す
る
東
山
魁
夷
館
の
照
明
や
湿

度
は
、
隣
の
信
濃
美
術
館
よ
り
も
暗
く
、

低
い
。
紫
外
線
が
、
肌
に
ダ
メ
ー
ジ
を

起
こ
す
よ
う
に
、
作
品
退
色
の
原
因
に

な
る
。
蛍
光
灯
は
特
に
紫
外
線
が
強
い

の
で
、
展
示
室
で
は
退
色
防
止
蛍
光
灯

を
用
い
て
き
た
。
現
在
は
、
紫
外
線
が

発
生
し
な
い
小
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
普
及
し

て
、
空
間
演
出
も
可
能
に
な
っ
た
。

人
や
動
物
な
ど
を
描
か
な
い
魁
夷
が

昭
和
四
十
七
年
の
一
年
間
だ
け
白
い
馬

を
風
景
の
中
に
描
い
た
。
中
で
も
『
緑

響
く
』
や
『
白
馬
の
森
』
を
見
る
た
め

に
半
世
紀
近
く
経
っ
た
今
も
、
全
国
か

ら
多
く
の
方
が
来
館
し
て
い
る
。
こ
の

代
表
作
は
、
貸
出
さ
な
い
方
針
で
あ
る

が
、
京
都
と
東
京
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。生

誕
百
十
周
年
の
今
年
は
、
東
山
魁

夷
館
が
改
修
中
（
再
開
は
、
来
年
の
秋
）

の
た
め
異
例
の
搬
出
で
記
念
展
を
お
祝

い
す
る
。
偶
然
に
も
唐
招
提
寺
御
影
堂

も
改
修
工
事
の
た
め
、
東
山
芸
術
の
集

大
成
と
し
て
有
名
な
『
山
雲
』『
濤
声
』

等
の
六
十
八
枚
の
襖
絵
も
展
示
さ
れ
る
。

千
葉
県
と
東
山
魁
夷
と
の
関
係

は
深
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
東
京

国
立
近
代
美
術
館
へ
お
越
し
い
た

だ
き
た
い
。
以
後
三
十
年
間
は
、

確
実
に
実
現
し
な
い
大
展
覧
会
で

あ
る
。
鹿
野
山
で
の
体
験
か
ら
生

ま
れ
た
『
残
照
』
も
鑑
賞
で
き
る
。

魁
夷
芸
術
の
幕
開
け
を
告
げ
る
作

品
で
あ
り
、
自
然
と
の
対
話
の
中

で
人
間
の
根
源
的
な
存
在
を
問
い

か
け
て
く
る
。

終
戦
後
、
住
む
家
も
な
く
、
両

親
兄
弟
全
て
を
失
い
、
落
選
が
続

き
、
ど
ん
底
に
落
ち
た
時
に
魁
夷

は
言
う
。「
こ
れ
か
ら
は
上
へ
あ

が
る
以
外
に
道
は
な
い
」
と
。
誰

も
が
歩
め
る
道
は
、
新
た
な
足
音

を
待
っ
て
い
る
。「
こ
の
道
よ
り
他
に

わ
れ
を
生
か
す
道
な
し
」
深
奥
を
あ
ら

わ
す
言
葉
と
共
に
『
道
』
が
完
成
し
た
。

千
葉
大
、
筑
波
大
の
各
附
属
小
を
経

て
、
魁
夷
館
の
完
成
一
年
前
に
信
州
大

学
に
移
っ
た
。
教
員
四
十
二
年
間
の
美

術
教
育
の
道
は
、単
純
で
浅
識
で
あ
る
。

こ
の
間
の
美
術
館
協
力
が
縁
で
、
消
え

去
る
道
が
右
に
曲
が
っ
た
。
七
年
間
の

魁
夷
館
勤
務
の
後
、
左
に
も
折
れ
た
。

四
月
か
ら
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
で

五
十
年
目
の
勤
務
が
始
ま
っ
た
。
今
度

は
天
才
葛
飾
北
斎
の
道
が
迫
っ
て
き
た
。
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名
画
「
道
」
を
前
に
し
て

す
み
だ
北
斎
美
術
館
館
長
、
信
州
大
学
名
誉
教
授

前

長
野
県
信
濃
美
術
館
・
東
山
魁
夷
館
長

橋

本

光

明
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東
京
都
）

残照（昭和22年）
鹿野山からの光景と心が重なり合う



本
年
の
教
員
採
用
選
考
も
大
半
の
学

生
が
八
月
末
を
も
っ
て
二
次
選
考
を
終

え
、
結
果
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

同
窓
会
で
は
学
部
の
「
学
生
・
就
職

委
員
会
」
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
ま
た

事
務
の
方
々
の
支
援
を
得
て
、
主
に
次

の
三
つ
の
進
路
相
談
事
業
を
行
っ
て
い

る
（
十
月
～
翌
年
九
月
）。

〇
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
で
の
相
談
：
進
路

に
関
す
る
悩
み
、
志
願
書
の
書

き
方
、集
団
面
接
・
個
人
面
接
・

模
擬
授
業
・
小
論
文
対
策
等

〇
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
の
支
援
：「
教

員
採
用
選
考
に
向
け
て
」
か
ら

始
ま
る
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ

中
心
の
六
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

〇
教
員
採
用
セ
ミ
ナ
ー
：
採
用
選

考
に
向
け
て
考
え
を
整
理
す
る

連
続
八
回
の
講
座

現
在
学
生
は
複
数
免
許
取
得
を

要
請
さ
れ
て
お
り
、
学
業
に
忙
し
い
。

ま
た
、
教
育
実
習
の
他
、
ち
ば
教
職

た
ま
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
子
供
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
を

増
や
し
て
い
る
者
が
多
い
。

最
近
、
小
論
文
の
書
き
方
や
進
路
相

談
に
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
訪
れ
る
学
生

が
増
え
て
き
た
。

次
に
、
進
路
相
談
事
業
の
必
要
性
を

認
識
し
た
学
部
か
ら
、
支
援
要
請
を
受

た
初
期
の
動
き

を
述
べ
る
（
山
中

顧
問
の
メ
モ
を

参
考
に
）。

〇
平
成
十
四
年
・

学
生
・
就
職
委

員
長
よ
り
就

職
対
策
に
、
同

窓
会
の
協
力
や
援
助
を
お
願
い
す
る

要
請
が
あ
っ
た
。

〇
同
十
五
年
・
学
部
長
よ
り
山
中

氏
に
相
談
員
に
対
す
る
辞
令
が

交
付
さ
れ
た
。
・
山
中
相
談
員

の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
が
、
一

か
月
後
、
地
元
教
育
長
に
就
任

に
よ
り
退
任
、
代
わ
っ
て
三
名

の
相
談
員
が
就
任
し
た
。
・
総

会
で
岡
田
会
長
が
学
生
の
進
路

相
談
事
業
の
開
設
へ
学
部
と
共

同
企
画
の
も
と
、
同
窓
会
員
が

相
談
を
担
当
す
る
と
提
案
、
採
択
、

同
会
と
し
て
十
五
万
円
の
予
算
計
上

を
行
っ
た
。

〇
同
二
十
二
年
・
相
談
対
象
を
三
年
生

に
拡
大
し
た
。
学
部
よ
り
一
部
経
費

負
担
の
申
し
出
が
あ
り
、
週
五
日
実

施
す
る
体
制
が
確
立
し
た
。

〇
同
二
十
三
年
・
相
談
員
は
特
命
教
授

と
し
て
任
命
さ
れ
た
。

(文
責

佐
藤
洋
一
郎
)
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｢暑
す
ぎ
る
夏
」
が
定
着
。
酷

暑
の
中
執
筆
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
場
か
ら
は
、
新
学
習
指
導
要

領
の
実
施
に
伴
い
道
徳
・
外
国
語

へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
一
方
、
働

き
方
改
革
で
勤
務
軽
減
に
努
力
す

る
姿
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩

か
ら
は
、
時
代
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
も
、

問
題
を
抱
え
る
子
に
向
き
合
う
先
生
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
伝
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

退
職
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、
健
康
維
持

の
努
力
を
さ
れ
な
が
ら
、
地
域
・
社
会
の

役
職
を
担
わ
れ
て
い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
溢
れ
る
姿
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

人
は
「
つ
な
が
り
」
の
中
で
こ
そ
生
き
が

い
が
持
て
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
平
和
な
日
々
が
続

い
て
こ
そ
の
も
の
だ
と
。

ご
感
想
の
投
稿
は
、
反
響
を
感
じ
ら
れ

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
面
に
影
響
を

受
け
た
方
の
見
方
・
考
え
方
が
広
が
る
様

子
を
想
像
す
る
と
、
編
集
委
員
会
も
和
や

か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

百
五
十
周
年
ま
で
あ
と
四
年
。
こ
の
節

目
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
同
窓
生
の
交
流

が
盛
ん
に
な
り
、
後
輩
へ
と
裾
野
が
広
が

り
ま
す
よ
う
に
。

(文
責

林

廣
明
)

編★集★後★記

( 進路相談事業 )
教員養成へのお手伝い

模擬授業


